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常任委員会ごとに「政策提言書」を市長へ提出
～ 議員間討議や関係団体との意見交換を通じて課題解決をめざす ～

ご意見ご要望をお待ちしております。

令和４年度 民主クラブ活動報告
～ 市民目線での提言活動と連携強化を図るために ～

　日立市議会では、議会活性化策として 3 つの常任委員会ごとにテーマを設定し、議員間の討議を重ねるとともに、関係
団体等との意見交換などを行いながら、「政策提言書」として取りまとめ、昨年 12 月に市長へ提出しました。
　各常任委員会の主な提言内容は、以下の通りでありますが、本市が抱えている長年の課題でもあることから、民主クラ
ブとしても、引き続き課題解決に向けて取り組んでいきます。

■会派市政要望が実現（写真）した主な内容
要望  障がい者就労支援施
設の作業量確保に向け、公
共施設内での製品販売に
よる販路拡大を図ること。
また、障がい者の雇用拡大
を図るため民間企業と連
携し雇用創出に取り組む
こと。
要望  本市の歴史的産業資
産を活用した観光ルートを
策定し、本市の魅力を積極
的に PR するとともに、市
内の各所に観光案内看板
を設置するなど、効果的な
観光客の誘導を図ること。
要望  市役所大屋根広場を
市民の憩いの場として有効
に活用するとともに、レスト
ランの魅力向上策を講じ､
多くの市民や職員が気軽に
利用できる施設運営と利便
性向上に努めること。

■浅野議員を支援する自治体議員連絡会
　本連絡会は、北茨城市・高萩市・日立市・東海村の各自
治体における課題の共有と各級議員の連携強化を目的とし
て定期的に開催しています。令和 4 年度は 3 回開催し、11
月には外部講師を招いて「AI を活用した政策提言」など
についての意見交換を実施し理解を深めました。
■会派行政視察
　本市が抱える政策課題について、先進都市の事例を研究
するため、現場見学や事例に対する意見交換などを行う
会派行政視察に取り組んでいま
す。行政視察した事例について
は、定例会における一般質問や
議案審査の提言活動の参考とし
ています。

◆総務産業委員会　【テーマ：移住定住促進 ～雇用・賑わい～】
　① 移住定住促進に向けた東京圏での PR の継続
　② 空き家を活用した「お試し住宅」の拡充
　③ インターンシップに対する支援拡充
　④ 駅周辺などへの若者や女性が集える場の創出　など

◆教育福祉委員会　【テーマ：児童・生徒を取り巻く環境改善への取り組み】
　① 歩道整備や防護柵設置などの安全対策
　② 学校内への安全な荷物保管場所の確保
　③ 児童・生徒の学年に応じた荷物の重さ制限の設定
　④ ランドセルとスクールカバンの重量軽減や構造改良　など

◆環境建設委員会　【テーマ：交通渋滞対策】
　① 渋滞箇所の状況把握と発生事由の解析
　② 信号機の位置やタイミングの最適化に向けた整備
　③ 交差点における停止線や右左折レーンの見直し
　④ 利便性を向上させるための公共交通の定時性確保　など

「
政
策
提
言
書
」
は
日
立
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲十王駅前の｢ひたち風土記スポットガイド｣
▲会派行政視察の様子

▲大屋根広場の「カフェテラスサニースタンド」

▲本庁舎で開催された「障がい者作品展」
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　日立駅前大型商業施設
については、イトーヨー
カドー日立店が昨年 1 月
に撤退したことで、本市
の玄関口である日立駅前
地区の活力低下や周辺商
店街への影響が懸念され
ていました。

　そのため市は、当該施設にある子どもの遊び場「Hi タッ
チらんど・ハレニコ！」と日立メディカルセンターなどの
公的機能を維持することや、隣接する日立シビックセンター
との相乗効果などの点から、土地を含めた当該施設を取得
し、後継テナントの誘致に向けた協議を進めてきました。
　その結果、核となる後継テナントとしては、食品スーパー

「いばらきコープ」および生活雑貨「無印良品」の出店が
決定しました。これら 2 つのテナントは、県北地域におい
て初めての出店で、売り場面積が県内最大規模となる予定
であり、本年 4 月下旬のリニューアルオープンに向け、整
備が進められています。

　また、当該施設の愛称は、「ヒタチエ」に決まり、日常
生活の中で、思わず「よりみち」したくなるような場所に
するため、今後の管理運営を専門知識と経験のある民間事
業者へ委託します。
　さらに、当該施設の 1 階には、証明書発行等の行政手続
きのできる窓口を新たに設置します。この窓口は、平日が
午後 7 時まで開所し、休日（土曜日と日曜日。但し、祝日、
年末年始を除く）も開所して、市民の利便性向上を図ります。
　一方、各支所の休日開庁は、マイナンバーカードの普及
に伴うコンビニ交付の増加により、行政手続きの取り扱い
件数が減少しているため、日
曜日のみに変更となります。
　民主クラブでは、当該施設
のリニューアルを契機に、周
辺商店街から市内全域、ひい
ては県北地区の活性化をめざ
すとともに、市民の利便性向
上に引き続き取り組んでいき
ます。

　若者に日立市を選んで頂き、日立市に定住して頂けるた
めの施策を重点的に推進することを掲げ、若者世代を中心
としたメンバーにより「ひたち若者かがやき会議」が令和
3 年 7 月に設立されました。
　ひたち若者かがやき会議の目的は、まちづくりや魅力づ
くり、地域課題解決、関係人口創出などに対する取り組み
を若者世代の自由なアイデアで実践することです。
　令和 4 年度は、14 人の
コアメンバーを中心に、若
者世代が意見交換できる若
者全体会議の開催と、まち
の賑わいづくりなどに対す
る 5 つのプロジェクトが実
施されました。5 つのプロ
ジェクトとして、①産直
講座、②つなぐ、③コンシェ
ルジュ、④発信、⑤場づく
りを実施して、若者の交流
や情報発信をすることがで
き、ひたち若者かがやき会
議と各プロジェクトの実
施により、約 300 人を超
える若者同士が関わることができました。そして、今年度
動き出したプロジェクトの推進が、若者世代の考える課題
解決につながることも分かりました。
　ひたち若者かがやき会議の将来像は、自分らしい生き方
を見つけ、夢や目標を実現し、幸せを感じられる暮らしが
できる若者が増え、若者世代が生き生きと輝くことで、若
者の活躍が地域全体の力を高める原動力につながり、多世
代に大きな影響を与えられるような会になることです。今
後も継続して活動に取り組み、令和 6 年度以降には、かが
やく若者であふれる日立市となることが期待されます。

　本市は、スポーツに親しむ習慣を身につける上で重要な
役割を担っている「スポーツ少年団」の団体数や登録人数、
さらには、公共スポーツ施設の利用者総数が県内最多であ
るなど、市民スポーツが盛んなまちとなっています。
　また、運動能力の基礎が形成される幼少期（5 歳頃〜 8
歳頃）において、多様な運動経験を積むことでハイレベル
な選手に成長することが期待できる「プレゴールデンエイ
ジ※育成モデル事業」に積極的に取り組むほか、ホームタ
ウン協定を結ぶ「プロスポーツチーム等との市民交流」な
どにより、競技力の向上をめざしています。
　そのような中、本市における公共スポーツ施設は、県内
自治体との比較において、体育館や多目的運動場が充実す
る一方、野球場やサッカー・ラグビー場といった専用施設
が少ないことが課題であり、その課題解決策の一つとして、

（株）日立製作所が所有する「会瀬グラウンド」を市が無
償で借り上げ、本年 7 月の供用開始をめざしサッカー・ラ
グビー併用の人工芝生グラウンド整備が進められています。
　先に整備された

「折笠スポーツ広
場」において、人
工芝生化により利
用者が倍増してい
ることから、新た
なスポーツ振興の
拠点として大きな
効果が期待できる
ものと考えます。

※プレゴールデンエイジとは、脳をはじめとする神経回路
の発達が急ピッチに進む時期である。この時期に運動に親
しむことによって運動神経とともに思考力、記憶力を育む
ことができ、その結果、学力向上も期待できる。

日立駅前大型商業施設がリニューアルオープンへ
～ リニューアルを契機に県北地区の活性化と市民の利便性向上に取り組む ～　総務産業委員会

「ひたち若者かがやき会議」5プロジェクトが発進
～ 若者が考える課題解決に向けて ～ 環境建設委員会

新たなスポーツ振興の拠点を整備
～ 「会瀬グラウンド」の人工芝生化 ～ 教育福祉委員会

▲整備が進む日立駅前大型商業施設

▲人工芝生化が進む「会瀬グラウンド」

▲愛称「ヒタチエ」のロゴマーク

▲若者全体会議の様子

▲産直講座による農業体験


